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令和６年度 第２回印西市在宅医療・介護連携、認知症対策推進会議  

会議議事録 
 

 

日時：令和６年１１月８日（金）午後２時～３時 

場所：市役所別棟 農業委員会会議室   

出席者：委員１３名   

欠席者：０名 傍聴者：なし 

 

氏   名 備   考 

河 内 雅 章 医療関係者の代表 

飯 塚 真 司 医療関係者の代表 

佐 久 間 郁 美 医療関係者の代表 

野瀬 陽史 医療関係者の代表 

新 井 亨 介護支援専門員の代表 

蓮 實 篤 祐 介護関係者の代表 

湯 浅 恵 美 子 介護関係者の代表 

吉 川 貴 雄 介護関係者の代表 

伊 奈 千 春 介護関係者の代表 

鈴 木 誠 一 印西地区消防組合の代表 

村 田 純 子 認知症看護認定看護師 

筒井 慈子 認知症コーディネーター 

荒 井 千 景 地域包括支援センターの代表 

 

事   務   局：高齢者福祉課長        岡本  

高齢者福祉課包括支援係    荻原  

太田  

澤根  

印西北部地域包括支援センター 工藤  

印西南部地域包括支援センター 太田  

船穂地域包括支援センター   吉橋  

本埜地域包括支援センター   鈴木 

 

初期集中支援チーム：日本医科大学千葉北総病院   齋藤  

               大城 

               岡澤 
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会議内容：1.開 会 

     2.会議録署名委員の選出 

3.議 題 

(1) 印西市の認知症施策及び令和５年度事業について    （公開） 

(2) 印西市認知症初期集中支援チームの活動報告について（非公開） 

4.その他 

5.閉 会 

 

議事録 ：3.議題（１）、4.その他 

 

 

議 長） 

それでは、議題（1）印西市の認知症施策及び令和６年度事業についてです。 

事務局から説明をお願いいたします。 

 

       【資料１に基づき、事務局より説明】 

 

 

議 長） 

事務局からの説明を受けまして、皆さんからご意見やご提案等はございますか。 

 

A委員） 

市民向けの認知症サポーター養成講座では、当事者の方の自分自身の体験等のお話が

あったとのことですが、具体的にはどのような内容なのでしょうか。 

 

事務局） 

今回の当事者の方のお話におきましては、70代の市内在住の方にお話しいただきまし

た。その方は、レビー小体型認知症の診断を受けられている方です。当事者のお話の内

容としましては、ご自身がお持ちの幻視や運動障害等の症状のこと、ご生活やご家族に

よるサポートのこと、一般の方に日常でサポートしてもらってありがたかったことや、

その他ご自身の趣味や今後やりたいこと等です。その方は、認知症になったことで色々

と大変なことはある一方で、同じ地域で趣味もあり楽しみながら暮らされているという

ことを、前向きで温かい内容でお話しくださいました。 

 

議 長） 

B 委員は認知症地域支援推進員として活動されていますが、どのような内容の活動を

されていますか。 
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B委員） 

資料１の２ページ目に記載があるチーム Bで活動をしております。チーム Bでは認

知症サポーター養成講座の内容の検討等を行っています。今年度の具体的な活動として

は、小学生向けの認知症の方への対応方法の寸劇を作りまして、少しでも小学生等に関

心を持っていただくため、チーム Bで作成し、実際に小学校で活用したところでござ

います。 

9月に行いました市民向け認知症サポーター養成講座の講師を努めさせていただいて、

少しでも認知症への間違った認識を修正できるようにということでお話をさせていただ

きました。 

 

議 長） 

委員の皆様から何かございますでしょうか。 

それでは、以上をもちまして本日の議事を終了いたします。ありがとうございました。 

進行を事務局の方にお願いいたします。 

 

事務局） 

 河内会長、議事進行ありがとうございました。また、委員の皆さまにおか

れましては、ご審議お疲れ様でした。 

それでは、次第４「その他」に移ります。委員の皆さまから何かございます

か。何もないようでしたら、事務局よりご連絡をさせていただきます。 

事務局より、本日追加で配布しました「認知症の人にもやさしいデザイ

ン」に関する資料についてご報告いたします。 

令和６年９月に、藤代市長及び高齢者福祉課職員２名にて、福岡市が共催

したユマニチュード学会に参加し、福岡市の認知症に関する取り組みを視察

いたしました。福岡市では、ユマニチュードという認知症コミュニケーショ

ンケア技法を推進するとともに、認知症の人の視点に立った環境への取り組

みとして公共施設などに「認知症の人にもやさしいデザイン」を取り入れ、

ユニバーサルデザインの理念によるまちづくりを推進しております。配付し

た資料は、福岡市の「認知症の人にもやさしいデザイン」に関する資料とな

ります。 

 当市においても、だれもが利用しやすい公共施設整備の手法の一つとして、

福岡市の「認知症の人にもやさしいデザインの手引き」を参考とし、可能な

限り施設整備に反映できたらと考え、「そうふけふれあいの里」や「総合福

祉センター」の施設改修にてトイレサイン等の活用を検討していることをご

報告させていただきます。 

  

 それでは、以上を持ちまして「令和６年度 第２回印西市在宅医療・介護

連携、認知症対策推進会議」を閉会いたします。 

 本日は、ありがとうございました。 
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 令和６年１１月８日に行われた、令和６年度第２回印西市在宅医療・介護連携、認知

症対策推進会議の会議録は、事実と相違ないのでこれを承認する。 

 

 

  令和６年１１月１５日       署名委員：   吉川 貴雄            

                        

 湯浅 恵美子 


